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 布マスク型紙付

新型コロナ関連
第１８６号
龍郷町議会だより
ピカピカの１年生

龍郷町の人口　令和2年３月末現在(前年比)　3,074世帯（+11） 男2,876人（+10） 女3,054人（+10） 計5,930人（±0）
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無料型紙と布の通販サイト

 © nunocoto fabric
こちらの製図および作り方は、
個人利用を目的としたものです。
販売および転載は禁止します。

※記載のないぬいしろ寸法は１cmです。

※ぬいしろ込みの寸法です。記載寸法の通りに裁断ください。
   紙面の関係上、片側のみ掲載しています。
　裏返してもう片面用に利用してください。

作り方は下記ＱＲコードから
サイトにアクセスしてください。

 

立体マスク型紙

ガーゼ生地が手に入らない場合

綿やＴシャツ生地を利用している方もいます。

龍南中学校
養護教諭作成

町長からのメッセージ
令和2年4月17日

 　令和2年4月16日に新型コロナウイルス感染症の全国的かつ急速なまん延により、国は全国に緊急
事態宣言を発出しました。本町においては集団感染予防を強力に推進するため、県外から同居家族や
親族、友人などが帰来した場合等において、ご自身含む不要不急の外出を2週間自粛し、自宅待機頂き
ますようご協力をお願いします。
 　全国で新型コロナウイルス感染症が拡大している中での対応となりますので、町内での集団感染予
防のため御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

龍郷町長　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急事態宣言対象地域：全国
（令和２年４月16日現在）

今後対象地域が変更された場合は、同様の措置とします。

鹿児島県内の帰島については
ご相談ください
役場保健福祉課0997-６９-４５１４

１.家族で上記対象地域へ旅行に行った場合

２.家族や同居者が上記対象地域へ旅行や出張などで行き来した場合

３.上記対象地域に在住している家族や友人等が宿泊または滞在した場合

２週間は自宅待機し、体温測定などの健康観察を行ってください。

起算日　１.２は自宅に帰宅した日の翌日から２週間
　　　　３.は宿泊・滞在した日の翌日から２週間

２週間後、健康状態を確認し、異常がなければ通常の生活に戻ってください。

実施期間：令和2年4月17日（金曜日）から5月6日（水曜日）まで
＊状況により実施期間の変更が今後予想されますので御理解ください

国の緊急事態宣言を受けての感染予防推進

次の症状に当てはまる場合は、医療機関を受診する前に、土日・
夜間問わず名瀬保健所にお電話でお問合せください。閉庁時に
は、公用携帯番号の案内アナウンスが流れます。

 ・風邪の症状や37.5度以上の発熱が4日以上続いている。

 ・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。

 ・高齢者や基礎疾患等のある方は、上の状態が2日程度続く場合。

名瀬保健所

TEL : 0997-５２-５４１１
受付時間:8時30分～17時15分（平日）

厚生労働省電話相談窓口

TEL :０１２０－５６５６５３
受付時間:9時～21時（土日・祝日も実施）

　新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得
世帯以外に拡大し、休業や失業等に
より生活資金でお悩みの方々に向け
た、緊急小口資金等の特例貸付を実
施します。詳しくは下記までお問い
合わせください。

龍郷町社会福祉協議会
☎６２-５０２０
受付 月～金曜日 ９時～１７時

一時的な資金の緊急貸付

　どの支援内容が適しているのか、まず
は商工会にご相談ください。商工会に加
入していない方もご利用いただけます。
保証制度

・セーフティネット保証４号・５号
・新型コロナウイルス関連緊急経済
   対策資金　等

龍郷町商工会
☎６２-２１３１
受付 月～金曜日 ９時～１７時

町内企業向け特別相談窓口

　鹿児島県信用保証協会または独立
行政法人奄美群島振興開発基金協会
に支払った融資に係る信用保証料を
町が１ /２補助します。対象融資制度
による融資を受けた者（１事業者１
回のみ）が対象です。詳しくは下記
までお問合せ下さい。

龍郷町役場企画観光課
☎６９-４５１２
受付 月～金曜日 ９時～１７時

町信用保証料補助金
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龍郷小学校
　・いけやま なつき

　・おおぎ いちのすけ

　・すずき こうたろう

　・なべき あおと

　・まるた ゆうと

　・もがみ ゆきや

龍瀬小学校
・いかりやま ことな　・いずみ はう　　　　　・いわきり けい　・いわさき せつな

・かいづ ちはる　　　・さかえ せいあ　　　　・そばた いろは　・たかはし ぜんた

・のりおか なな　　　・ますみつ りゅうせい　・もりた はると

赤徳小学校

・あいこう みちた　・いしはら りんく　・いわさき あお　　　・うちやま しおり

・かわぐち あおい　・かわばた りりこ　・ぐいっとまん れお　・たけうち さくら

・とよやま ひろと　・なかえ かほ　　　・しに そらと　　　　・まき あおい

・みやけ あらな　　・ようだ あさひ　　・よしおか はやと　　・れいす とあ

戸口小学校

　・あかお りん

　・かない そうじろう

　・かわなみ りひと

　・さとう ねいろ

　・ながさわ ふみか

　・まきぬし たくせい

　・まつもと ふうと

　・もり ひなの

　・やまだ なみと

秋名小学校

・くぼた はるひ 　・しげやま けいご　 ・すずき せいた

・たつみや ぜん 　・まき じゅりあ

円小学校

・かつ あんじゅ

・ひめの けい

龍郷小学校
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・とよやま ひろと　・なかえ かほ　　　・にし そらと　　　　・まき あおい

・みやけ あらな　　・ようだ あさひ　　・よしおか はやと　　・れいす とお

戸口小学校

　・あかお りん

　・かない そうじろう
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　・まきぬし たくせい

　・まつもと ふうと

　・もり ひなの

　・やまだ なみと

秋名小学校

・くぼた はるひ 　・しげやま けいご　 ・すずき せいた

・たつみや ぜん 　・まき じゅりあ
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大勝小学校大勝小学校

・あせち ゆめ　　　・おくの こてつ　　　・おしむら はると　・かつめ けいた　　・きがみ ちはや

・くぼた もな　　　・こおり ひろと　　　・さかえ かんな　　・さとぞの ふうこ　・しもじ あい

・しらうち そら　　・しんじょう ゆいと　・とくなが ゆうの　・なかむら ゆうり　・ながい ゆう

・ながしま えいと　・にいどめ かおり　　・はつき けんと　　・ひさなが きえ　　・まえだ かほ

・ますだ あまね　　・まつい じんた　　　・もりた りりこ　　・やすだ はるひ　　・やなぎ すみれ
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・しらうち そら　　・しんじょう ゆいと　・とくなが ゆうの　・なかむら ゆうり　・ながい ゆう

・ながしま えいと　・にいどめ かおり　　・はつき けんと　　・ひさなが きえ　　・まえだ かほ

・ますだ あまね　　・まつい じんた　　　・もりた りりこ　　・やすだ はるひ　　・やなぎ すみれ
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目
的

　
重
度
の
障
害
児
又
は
障
害
者
に
対
し
て
、

そ
の
障
害
に
よ
り
必
要
と
な
る
精
神
的
、物

質
的
な
特
別
の
負
担
の
軽
減
の一助
と
し
て

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
特
別
障
害

児
及
び
特
別
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

支
給
要
件

①
障
害
児
福
祉
手
当
／
精
神
又
は
身
体
に

重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め
、日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。支
給
月
額
２
万
７
３
５
０
円

②
特
別
障
害
者
手
当
／
精
神
又
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め
、日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。支
給
月
額
１
万
４
８
８
０
円

※

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
や
長
期

間
入
院
し
て
い
る
方
は
、支
給
の
対
象
外
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
５
７-

７
２
４
３

役
場
保
健
福
祉
課 
☎
６
９-

４
５
１
４

特
別
障
害
者
手
当
及
び

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
5
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

５
月
14
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
13
時
〜
16
時
30
分

･

５
月
21
日（
木
）

　
池
田
征
弘
弁
護
士

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

･

５
月
28
日（
木
）

　
尾
之
上
玲
弁
護
士

　
11
時
〜
正
午

　
13
時
〜
15
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

　奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　市
民
生
活
係

　☎
５
２‐

１
１
１
１（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
◇
相
談
内

容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も
市

民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。◇
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

令和２年度
国立 県営  鹿児島障害者職業能力開発校障害者委託訓練生 
募 集 案内 介護サービス科　介護職員初任者研修<３ヶ月コース>

訓 練 内 容
・鹿児島県知事指定　介護職員初任者研修課程
※研修修了の認定には、筆記、実技の修了評価に合格する必要があります。

・その他独自の就労支援講座

訓 練 委 託 先 及 び 訓 練 実 施 場 所
委託先：社会福祉法人奄美市社会福祉協議会
ＴＥＬ　0997-52-7601　ＦＡＸ　0997-56-8108
実施場所：奄美市社会福祉センター4階会議室
〒894-0036奄美市名瀬長浜町5番6号

特典
・授業料無料
※教材費6,660円は自己負担となります。

公共職業安定所から受講あっせんを受けられた方
・雇用保険受給の方は訓練期間中失業給付金等が給付
されます。
・雇用保険を受給されていない方は、「職業訓練受講給
付金」が支給される場合もあります。
※詳細については、ハローワークの障害者窓口でお問い
合わせ下さい。

訓 練 期 間
３ヶ月（土・日、祝祭日は休みです）
令和２年７月３日（金）～１０月２日（金）
訓練時間　９：００～１５：５０

応募資格
障害をお持ちの方で、早期の就職や再就職を目指す方です。
（就労支援事業所等で支援を受けられている方も受講可能です。）

募 集 期 間
令和２年４月27日（月）～５月29日（金）

問 合 せ 先    障害者職業訓練コーディネーター
〒895-1402　薩摩川内市入来町浦之名１４３２
 電  話：０９９６（４４）２２０６　担当：深川

この委託訓練の事業実施主体は、国立・県営鹿
児 島 県 障 害 者 職 業 能 力 開 発 校 で す
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令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
営
業
時
間
が

「
８
時
30
分
〜
17
時
」へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

島
育
ち
産
業
館
で
は
今
年
度
も
引
き
続
き
、

加
工
室
や
真
空
機・そ
の
他
設
備
の
貸
出
と
、

青
果
物
や
紬
の
小
物・黒
糖
を
使
っ
た
お
菓

子
な
ど
の
販
売
を
行
って
お
り
ま
す
。

※

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
４
月
28
日
か
ら
当
面
の
間
休
館

問
合
せ
先

島
育
ち
産
業
館
☎
６
２-

３
９
３
１

営
業
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時  

木
曜
定
休

島
育
ち
館
の

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
５
月
５
日(

火)

こ
ど
も
の
日
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た「
Ｇｏ
！
Ｇｏ
！
親
子
フ
ェ

ス
２
０
２
０
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、感
染
リ
ス
ク
の
防
止

や
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、開
催
日
程
の
延

期
を
決
定
し
ま
し
た
。開
催
日
は
、後
日
改

め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

Ｇｏ
！
Ｇｏ
！
親
子
フェス
２
０
２
０
実
行
委
員
会

事
務
局
　
エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
内

☎
６
２-

３
１
１
８

Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
親
子
フ
ェ
ス

２
０
２
０
延
期
の
お
知
ら
せ

　
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
導
入
事
業
に
つ
い

て
、赤
徳
地
区
に
圃
場
を
有
す
る
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
、手
広
地
区
と
芦

徳
地
区
で
行
い
ま
す
。農
家
の
み
な
さ
ま
及

び
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
は
当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　

令
和
２
年
５
月
26
日（
火
）13
時
半
〜
14
時
半

芦
徳
公
民
館

令
和
２
年
５
月
26
日（
火
）15
時
〜
16
時

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎
６
９-

４
５
２
４

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

赤
徳
地
区
住
民
説
明
会

　
龍
郷
町
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
次

代
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、出
産
祝

い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。出
産
祝
金
の
額
／

第
１
子 

１
万
円
／
第
２
子 

３
万
円
／
第
３

子 
５
万
円
　
龍
郷
町
出
産
祝
金
支
給
申
請

書
を
出
産
の
日
か
ら
１
年
以
内
に
龍
郷
町

役
場
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課
☎
６
９-
４
５
１
４

龍
郷
町

出
産
祝
い
金
お
贈
り
し
ま
す

・耕作放棄地を借り入れて営農する方の、解消作業費の一部を支援します。
・対象農地は、農業委員会の利用状況調査で１号遊休農地となっている農地です。

耕作放棄地の解消を支援します令和2年度

荒廃農地解消事業の概要

申込みについて

, , , ,

����地の��

��く��龍郷町役場農林水産課へ�問い合�せください
��：６９－４５２４����

令和２年度
荒廃農地解消事業の概要 ����地の解消を���ま�

�����地を����て�農���の�解消�業�の��を�
��ま�。
���農地��農業���の������で����農地���
てい�農地で�。

����

1/2 1 5 /a

事業要�

��までの��

申�込みについて

R 12

○募集期間：R2年12月末まで

龍郷町役場農林水産課へ申請書

を提出ください。

問合せ先：龍郷町役場農林水産課

　　　　  ☎６９－４５２４

再
生
前
－
再
生
後

再
生
前
－
再
生
後

Ｒ３年３月
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地
方
自
治
法
の一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
29
年
法
律
第
54
号
）の
成
立・公
布
に

よ
り
、監
査
制
度
の
充
実
強
化
を
図
る
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た（
施
行
：
令
和
２
年
４
月

１
日
）。監
査
制
度
の
主
な
改
正
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

主
な
改
正
内
容

・監
査
委
員
が
監
査
等
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、監
査
基
準
に
従
う
こ
と
と
す
る
。（
法
第

１
９
８
条
の
３
）

・監
査
基
準
は
、監
査
委
員
が
定
め
公
表
す

る（
法
第
１
９
８
条
の
４
）

・総
務
大
臣
は
、普
通
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、監
査
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
、指
針
を
示

す
と
と
も
に
、必
要
な
助
言    

を
行
う
。（
法
第
１
９
８
条
の
４
）

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
龍
郷
町
監
査
委
員

監
査
基
準
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、令
和

２
年
４
月
１
日
付
で
公
表
、施
行
し
ま
す
。

　
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
龍
郷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、令
和
２
年
度
の
交
通
災
害
共
済
の

申
し
込
み
を
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。今
年
度
よ
り
、幾
里・安
木
屋
場・

龍
郷・玉
里・浦・大
勝・川
内・中
勝・下
戸

口・手
広・赤
尾
木・芦
徳
集
落
は
、役
場
総

務
課
に
て
申
込
書
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
も
申
し
込
み
は
可
能
で
す

の
で
、ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

総
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

掛
け
金
は
、１
人
あ
た
り
５
０
０
円
と
な
って

お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
総
務
課
☎
６
９-

４
５
１
１

令
和
２
年
度
交
通
災
害
共
済

申
込
み
受
付
中

　
５
月
17
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し

た
第
61
回一般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
６
９-

４
５
３
２

第
61
回
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
中
止
に
つ
い
て

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
、前
島
宗

男
氏（
手
広
）を
任
命
し
ま
し
た
。

〇
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
は
子
供
た
ち
が
安
全

で
安
心
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、学
校

や
通
学
路
に
お
け
る
安
全
確
保
を
図
る
た
め

に
、地
域
社
会
全
体
で
子
供
を
見
守
る
体
制

の
こ
と
で
す
。〇
町
内
各
小
学
校
の
登
下
校

時
、通
学
路
で
、児
童
生
徒
の
安
全
確
認
と

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
）と
連
携
し

て
、巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

町
教
育
委
員

会
事
務
局
☎
６
９-

４
５
３
２

龍
郷
町

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

　
令
和
２
年
第
１
回
龍
郷
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、３
月
25
日
龍
郷
町
議
会
議
案
審

議
の
中
で
、隈
元
康
子
氏
の
教
育
委
員
会
委

員
任
命
が
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、４
月

１
日
に
は
町
長
室
に
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。任
期
期
間

は
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
の
期

間
で
す
。 龍

郷
町
教
育
委
員
に

隈
元
康
子
氏（
幾
里
）任
命

　
ひ
と
り
親
の
支
援
情
報
は
、保
健
福
祉
課

　
子
ど
も
包
括
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。又
、月
の
第
３
火
曜
日
に
相
談
会

を
設
け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

母
子
寡
婦
福
祉
会

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
入
会
す
る
こ
と
で
楽

し
い
活
動
に
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。入
会
金

は
、１
世
帯
５
０
０
円
。活
動
費
、参
加
費
は

全
て
無
料
で
す
。

ひ
と
り
親
相
談
日
・
役
員
会

令
和
２
年
５
月
26
日（
火
）

場
所
　
役
場
第
２
会
議
室

時
間
　
18
時
30
分
〜

申
込
み
は
保
健
福
祉
課
川
口
み
ど
り
ま
で
。

問
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課 

☎
６
９-

４
５
１
４

ひ
と
り
親
支
援
情
報

子
ど
も
包
括
セ
ン
タ
ー
窓
口

龍
郷
町
監
査
委
員
監
査
基
準

の
公
表
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龍郷町
議会だより

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒 894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ 0997-62-2535

・一般質問（４名が登壇）・・・・・・11～ 14ページ

・議決結果   ・・・・・・・・・・・15ページ

・議会の動き　 ・・・・・・・・・・16ページ

令和２年第１回定例会

第１８６号

３月第１回定例会（紬議会）

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金
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①施政方針について
②河川改修について

德永　義郎 議員P11
①庁舎内のバリアフリー化について
②サトウキビの生産対策について
③農業法人の設立について
④島育ち産業館の運営状況について
⑤人事評価制度について

伊集院　巖 議員P12

①観光振興について
②財政運営の課題について
③土地対策について

平岡　馨 議員P13
①共生社会ホストタウン登録について
②観光振興政策について
③一次産業振興の新規政策について
④子育て支援新規政策について
⑤学校施設整備について
⑥危機管理について

圓山　和昭 議員P14

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の執行状況
や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問点をただすことです。
　単に疑問を解消し、事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見
直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
　龍郷町議会広報委員会が編集したものです。

町政を問う

一般質問

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金
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問　

　

耕
作
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な

い
農
地
を
借
り
上
げ
、
農
家
に

代
わ
っ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産

か
ら
栽
培
管
理
、
出
荷
ま
で
行

う
農
業
法
人
を
新
た
に
立
ち
上

げ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る

の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
業
法
人
の
設
立
に
あ
た
っ

て
は
、
将
来
本
町
の
農
業
振
興

を
支
え
る
、
中
核
的
組
織
と
し

て
機
動
的
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
備
し
、
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
法
人
経
営
を
目
指
す
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
面

は
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
主
体
と
し
た

農
作
業
の
受
託
を
中
心
に
行
う

組
織
と
し
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
を
住
民
に
周
知

し
、
今
後
も
広
報
誌
や
チ
ラ
シ

等
で
啓
発
を
強
め
、
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
、
集
中
的
な
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
根

絶
が
図
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
実
績
は
、
海
岸

線
の
総
延
長
19
・
６
㎞
、
漂
着

物
回
収
量
89
ｔ
、
年
間
の
作
業

人
数
は
延
べ
６
１
３
人
で
す
。

今
後
も
本
事
業
を
継
続
的
に
導

入
し
、
海
洋
環
境
の
保
全
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
を

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

　

答
（
育
教
長
）　

　

本
町
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
飯
」

運
動
を
通
し
て
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
や
各
種
会
議
等
に
お

い
て
継
続
的
な
啓
発
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

德永 義郎 議員

　

問　

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
新
設
と
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
頃
開
設
で
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
開
設

し
、
主
な
業
務
と
し
ま
し
て

は
、
妊
産
婦
等
の
支
援
台
帳
を

備
え
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方

が
利
用
で
き
る
母
子
保
健
サ
ー

ビ
ス
等
の
情
報
提
供
、
子
育
て

期
の
家
庭
に
は
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ク
ル
等
交
流
の
場
の
提
供

や
保
育
所
及
び
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
利
用
相
談
及
び
調

整
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
斡
旋
な
ど
多
目
的

な
子
育
て
支
援
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

　

問　

　

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

の
状
況
や
海
岸
漂
着
物
地
域
対

策
推
進
事
業
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集

の
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

林
道
沿
い
な
ど
未
だ
に
不
法

投
棄
が
絶
え
な
い
の
が
現
状
で

す
。
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪

　

問　

　

Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い

て
は
、
町
の
重
要
な
基
盤
と
位

置
づ
け
、
２
０
４
０
年
問
題
や

高
齢
化
過
疎
化
問
題
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
町
の
課
題
解
決
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

形
で
活
用
さ
れ
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

２
０
４
０
年
に
は
、
人
口

４
８
０
６
人
、
65
歳
以
上
の
老

齢
人
口
の
割
合
は
39
・
５
％
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
あ
ら
ゆ
る
業
種
に

お
い
て
Ａ
Ｉ
な
ど
の
人
工
知
能

や
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど
を

活
用
し
、
継
続
的
か
つ
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
国
の

情
報
化
施
策
の
推
移
を
注
視
し

な
が
ら
、
長
期
的
・
総
合
的
な

視
野
に
立
っ
て
、
具
体
的
な
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

　

問　

　

能
力
評
価
や
業
績
評
価
に
よ

る
目
標
管
理
型
の
評
価
制
度
に

よ
り
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
を

図
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

職
務
遂
行
の
過
程
に
お
い
て

職
員
の
能
力
（
企
画
立
案
、
専

門
知
識
、
協
調
性
、
判
断
力
な

ど
）
や
職
員
が
果
た
す
べ
き
職

務
を
ど
の
程
度
達
成
し
た
か
、

業
績
を
客
観
的
に
評
価
す
る
事

や
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
職
員
研
修

へ
の
参
加
を
促
し
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

戸
口
向
里
川
の
改
修
を
早
急

に
対
応
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

道
路
や
河
川
の
補
修
工
事
、

寄
り
洲
除
去
等
を
行
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
、
心
配
な
場
所
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
調

査
や
集
落
の
意
見
、
関
係
地
主

等
の
同
意
も
必
要
で
す
の
で
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

検
討
し
ま
す
。

河
川
改
修
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金
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問　

　

庁
舎
二
階
へ
は
エ
レ
ベ
タ
ー

も
な
く
、
高
齢
者
や
車
椅
子
利

用
者
の
方
は
移
動
で
き
な
い

が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

改
善
す
る
と
な
る
と
多
額
の

経
費
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま
ず
は
、来
庁
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
、

総
合
案
内
係
や
関
係
課
と
連
携

し
て
職
員
が
直
接
出
向
い
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

今
年
度
設
立
を
予
定
し
て
い

る
農
業
法
人
の
業
務
内
容
及
び

規
模
、
稼
働
時
期
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
業
法
人
の
具
体
的
な
業
務

内
容
や
規
模
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
予
定
し
て
い
る
業
務
内
容

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
主
体
に
果

樹
、
園
芸
、
畜
産
全
般
に
わ
た

り
農
家
に
代
わ
り
機
械
に
よ
る

管
理
作
業
を
行
う
受
託
組
織
と

し
て
の
法
人
化
を
軸
に
、
あ
ら

ゆ
る
業
務
の
選
択
肢
を
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
稼

働
時
期
に
つ
い
て
は
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
夏
植
え
時
期
を
見
据
え

て
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

問　

　

島
育
ち
産
業
館
の
収
支
状
況

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、現
在
の
収
支
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
２

年
２
月
ま
で
の
収
支
状
況
は
、

施
設
利
用
料
と
販
売
手
数
料
を

合
わ
せ
て
85
万
円
の
収
益
で
、

一
方
、
人
件
費
や
水
道
光
熱

費
、
修
善
費
、
委
託
料
等
を
合

わ
せ
て
７
５
６
万
円
の
費
用
が

掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

島
育
ち
産
業
館
の
収
支
状
況

を
見
る
と
毎
年
多
額
の
赤
字
が

出
て
い
る
が
、
赤
字
幅
の
縮
小

対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

施
設
も
老
朽
化
し
て
お
り
、

特
産
品
の
販
売
に
は
な
じ
ま
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
特
産
品
の
試
験
研
究

を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
今

後
、
老
朽
化
の
解
消
と
運
営
方

法
を
検
討
し
方
針
を
示
し
て
い

き
ま
す
。

　

問　

　

人
事
評
価
制
度
の
評
価
内
容

と
そ
の
評
価
が
ど
の
よ
う
に
人

事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

職
員
が
果
た
す
べ
き
職
務
を

ど
の
程
度
達
成
し
た
か
を
把
握

す
る
た
め
に
、
業
績
評
価
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な

業
務
の
目
標
を
定
め
、
そ
の
期

間
の
業
務
遂
行
を
振
り
返
り
、

達
成
状
況
、
目
標
設
定
時
か
ら

の
状
況
の
変
化
そ
の
他
特
筆
す

べ
き
事
情
、
共
通
目
標
に
対
す

る
自
ら
の
取
り
組
み
内
容
を
自

己
申
告
し
て
、
主
管
課
長
が
評

価
し
、
現
状
を
把
握
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

人
事
評
価
の
結
果
を
昇
任
、

昇
格
、
昇
給
な
ど
に
活
用
さ
れ

る
予
定
は
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
そ

の
人
の
人
物
評
価
、
さ
ら
に
勤

務
評
定
を
十
分
に
吟
味
し
な
が

ら
人
事
配
置
を
行
っ
て
お
り
、

昇
格
、
昇
給
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。

伊集院 巖 議員

　

問　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
面
積
が

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
生
産
回

復
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
性
を
高

め
る
た
め
、
単
収
ア
ッ
プ
が
一

番
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
単
収
ア
ッ
プ
に
向
け
て
株

出
し
管
理
機
（
ス
ク
ー
プ
）
を

購
入
し
て
試
験
的
に
稼
働
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
健
全
苗
の

植
え
替
え
を
促
進
す
る
た
め
、

防
除
・
施
肥
・
除
草
剤
散
布
を

一
体
的
に
行
う
植
え
付
け
機
を

昨
年
購
入
し
単
収
向
上
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金

株出管理機（スクープ）

総合窓口での案内表示

島
育
ち
産
業
館
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

庁
舎
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
対
策
に

つ
い
て

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

農
業
法
人
の
設
立
に
つ
い
て
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問　

　

島
育
ち
産
業
館
の
見
直
し
と

周
辺
整
備
で
観
光
に
特
化
し
た

「
道
の
駅
」
が
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
が
。

　

　

答
（
町
長
）　

　

観
光
施
設
と
し
て
活
用
す
る

際
に
は
、
施
設
の
大
規
模
改
修

あ
る
い
は
建
て
替
え
が
必
要
で

　

答
（
町
長
）　

　

観
光
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

動
画
配
信
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

効
果
を
本
町
に
も
た
ら
す
た
め

に
必
要
な
龍
郷
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
非
常
に
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
配

信
す
る
際
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
様
々
な
視
点

か
ら
多
角
的
に
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

及
び
個
別
施
設
計
画
の
策
定
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

答
（
町
長
）　

　
「
個
別
施
設
計
画
」
を
令
和

２
年
度
ま
で
に
、
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
施
設
の

特
性
や　

維
持
管
理
、
更
新
等

に
係
る
取
り
組
み
状
況
等
を
踏

ま
え
つ
つ
、
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
個
別
施
設
計
画
を
策

定
の
上
、
計
画
的
に
行
う
こ
と

平岡 馨 議員

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新

年
度
か
ら
検
討
会
を
立
ち
上
げ

て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

国
際
教
育
科
学
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
が
消
滅
す
る
か
も
し
れ

な
い
言
語
に
「
奄
美
語
」
を
挙

げ
て
い
る
が
、
島
唄
で
方
言
を

広
め
る
た
め
に
「
観
光
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
」
を
設
け
る
事
で
新

し
い
観
光
の
資
源
に
な
る
と
思

う
が
。

　

答
（
町
長
）　

　

奄
美
の
方
言
や
島
唄
が
集
落

や
地
域
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
、
集
落
の
各
公
民
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
踊
り
の
練

習
や
種
下
し
行
事
を
通
じ
て
保

存
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
住
民
と
の
交
流
を
兼
ね

た
「
体
験
型
の
観
光
」
が
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

を
考
え
る
に
あ
た
り
、
観
光
映

像
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
動
画
配

信
で
き
な
い
か
。

に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
及
び
公
共
施
設
の
最
適
配

置
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

町
有
地
払
い
下
げ
と
戸
口
ア

ヒ
ン
ダ
の
土
地
利
用
の
現
状
に

つ
い
て
。　
　
　
　
　
　
　

　

答
（
町
長
）　

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
機

運
の
高
ま
り
か
ら
、
住
民
の
自

然
保
護
へ
の
意
識
が
高
く
、
山

林
原
野
の
無
秩
序
な
開
発
行
為

を
防
ぐ
た
め
、
む
や
み
に
町
有

地
を
払
い
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
戸
口
ア

ヒ
ン
ダ
（
ア
ウ
ン
）
の
土
地
利

用
の
現
状
は
果
樹
園
、
一
般
住

宅
、
別
荘
、
美
術
館
等
、
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金

島育ち産業館

土
地
対
策
に
つ
い
て

財
政
運
営
の
課
題
に
つ
い
て

次の定例会は６月中旬を
予定しています

あなたも議会を

傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

一般質問はＦＭたつごうで
ご視聴いただけます

これまで一般質問の内容を、防災

行政無線個別受信機にて放送して

おりましたが、次回の6月議会より、

収録した内容を後日「FM たつごう」

にて放送します。

当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。
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問　

　

鹿
児
島
県
で
唯
一
登
録
さ
れ

た
こ
と
の
見
解
と
取
り
組
み
状

況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
が
台
湾
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
11
月
に
国
か
ら
打
診
が
あ

り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ

く
り
に
直
結
す
る
と
確
信
し
、

県
内
初
の
登
録
に
至
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
町
づ
く
り
を
目
指
し
議
論
・

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

問　

　

奄
美
自
然
観
察
の
森
の
活
用

２
Ｆ
に
宿
泊
室
が
あ
る
施
設
で

す
。
農
業
や
タ
ナ
ガ
捕
り
、
八

月
踊
り
の
練
習
な
ど
集
落
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
体
験
し
な
が
ら「
奄

美
ら
し
い
観
光
」
の
発
信
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

地
域
園
芸
活
性
化
事
業
の
概

要
と
目
標
値
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

適
格
要
件
を
満
た
し
た
方
の

用
意
す
る
土
地
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
１
棟
（
２
０
０
万
円
）
を

建
設
し
、
７
年
間
の
リ
ー
ス
契

約
を
結
び
、
契
約
満
了
７
年
後

に
無
償
譲
渡
し
ま
す
。
実
施
件

数
は
、
年
間
３
件
ま
で
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

漁
業
就
業
者
育
成
支
援
補
助

金
の
概
要
と
目
標
値
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

独
立
型
は
65
歳
以
下
の
正
組

合
員
で
１
年
以
上
の
新
規
漁
業

就
業
者
に
対
し
て
、
１
人
１
回

限
り
20
万
円
の
助
成
金
を
交
付

し
、
雇
用
型
は
正
組
合
員
の
民

間
企
業
等
で
60
歳
未
満
の
常
時

従
業
員
を
雇
用
す
る
も
の
に
対

し
て
、
水
揚
げ
金
額
の
５
％
以

内
か
つ
１
人
当
り
５
万
円
を
３

年
間
交
付
し
ま
す
。

　

問　

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、子
育
て
応
援
グ
ラ
ン
マ
・

グ
ラ
ン
パ
制
度
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
新
設
に
期

待
す
る
効
果
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
の
た
め
、「
結
の
心
を
も
っ

て
、
地
域
の
子
育
て
は
地
域
で

見
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支

え
る
町
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
対

応
は
急
務
と
考
え
る
が
、
今
年

度
前
倒
し
し
て
の
事
業
実
施
は

で
き
な
い
か
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

国
の
補
助
事
業
を
導
入
す
べ

く
、令
和
２
年
度
に
事
業
要
望
、

令
和
３
年
度
実
施
に
向
け
て
県

と
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
の
補
正
等
の
措
置
が
出
た
場

合
は
、
即
座
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
２
年
度
中
の
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
の
対
策
と
対
応
、

課
題
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

随
時
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
連
絡
対
策

会
議
」
を
開
催
し
、
情
報
共
有

と
対
策
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

状
況
が
日
々
変
化
し
て
い
る
が

町
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
迅
速
な
情
報
提
供
や

的
確
な
相
談
対
応
等
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

圓山 和昭 議員

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
推
薦
区

域
の
サ
ブ
施
設
、
健
全
な
行
楽

と
自
然
環
境
学
習
の
場
、
奄
美

特
有
の
動
植
物
等
の
自
然
と
触

れ
合
え
る
多
機
能
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
林
間
学
習
施
設

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

自
然
環
境
保
全
と
利
用
客
の

安
全
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

動
植
物
等
を
盗
掘
な
ど
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
遊
歩
道
の
通

常
点
検
を
毎
日
行
い
ま
す
。
事

故
発
生
時
に
備
え
、
職
員
に
上

級
救
命
講
習
を
受
講
さ
せ
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
、
体
制
を
整
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

体
験
交
流
型
拠
点
施
設
（
荒

波
龍
美
館
）
の
活
用
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

１
Ｆ
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、
食

品
加
工
室
、
会
議
室
を
設
け
、

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登

録
に
つ
い
て

令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金

一
次
産
業
振
興
の
新
規
政
策

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
新
規
政
策
に
つ

い
て

観
光
振
興
政
策
に
つ
い
て

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て

危
機
管
理
に
つ
い
て
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令
和
２
年

5
月
号

町
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
対
策

関
連

マ
ス
ク
の

作
り
方

ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生

そ
の
他
の

お
知
ら
せ

障
害
者
委
託

訓
練
生

教
育
委
員
会

事
務
局

耕
作
放
棄
地

の
解
消

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

出
産
祝
い
金

議決結果

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

・龍郷町立放課後児童クラブ施設設置条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町生活排水処理浄化槽の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町営住宅管理条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町港湾管理条例の一部を改正する条例 原案可決(全員）

・龍郷町駐在員報酬及び費用弁償条例を廃止する条例 原案可決(全員）

・令和元年度龍郷町一般会計補正予算（第5号） 原案可決(全員）

・令和元年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第3号） 原案可決(全員）

・令和元年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決(全員）

・令和元年度龍郷町水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町一般会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町介護保険事業特別会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町生活排水処理事業特別会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町デジタル放送事業特別会計予算 原案可決(全員）

・令和2年度龍郷町水道事業会計予算 原案可決(全員）

・龍郷町辺地総合整備計画の変更 原案可決(全員）

・大島地区衛生組合規約の変更 原案可決(全員）

・令和元年度奄美自然観察の森再整備工事（2工区）請負契約の締結 原案可決(全員）

・消防自動車（小型ポンプ付積載車）の取得 原案可決(全員）

・令和元年度龍郷町一般会計補正予算（第6号） 原案可決(全員）

（　発　議　）

・龍郷町議会基本条例の制定 原案可決(全員）

・人権擁護委員候補者の推薦（岡山　和子氏） 答申

（　同　意　）

・龍郷町教育委員会委員の任命（隈元　康子氏） 同意(全員）

◎人権擁護委員には、岡山　和子氏　に決定しました。

◎教育委員には、隈元　康子氏　に決定しました。

　　　　　　第１回定例会で審議された案件と議決結果
案　　　　　　　件  

・龍郷町立荒波龍美館の設置及び管理に関する条例の制定

・龍郷町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例

（　議　案　）

・龍郷町手数料条例の一部を改正する条例

・龍郷町営体育施設設置管理条例の一部を改正する条例

・龍郷町学校施設屋外運動場夜間照明施設設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例

・龍郷町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

・龍郷町立荒波龍美館指定管理者の指定

（　諮　問　）
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全国町村議会議長会（自治功労者）表彰
　令和２年２月６日に開催された全国町村議会議長会定期
総会において、永年の議会活動及び地域の振興発展に寄与
いただいた功労者として、現在議員４期目の岩﨑晴海議員
と前田豊成議員が永年勤続１５年の全国町村議会議長会
（自治功労者）表彰を受けました。
　３月議会定例会開会日に議場にて窪田議長から伝達しま
した。

当初予算を特別委員会で審査！
　これまでの当初予算の審査は、総務厚生常任委員会と経済建設常任委員会の2委員会に分割して
審査しておりましたが、３月議会より全議員をメンバーとする予算審査特別委員会を設置して予
算審査を行いました。
　最終日には奄美自然観察の森他２カ所の現地を視察しました。

総務厚生常任委員会行政視察

　京都市役所を表敬訪問し、都市景観部より京都市の景観条例の説明を受けました。
　京都市では、都市計画局の中に都市景観部があり、さまざまな条例に対応するため、部の中に景
観対策課、風致保全課、開発指導課、広告景観づくり推進室を設置し、市の景観を守るためきめ細や
かな対策をとり、また各課連携を図りながら景観及び環境保全に取り組んでいました。本町も見習
うべきことが多く、今後研究、研鑽が必要であると感じました。
　また琵琶湖疎水記念館の訪問も行い、本町の名誉町民でもある西郷菊次郎氏が第2代京都市長時
に手掛けた琵琶湖疎水事業の説明を受け難事業に尽力された事に感銘を受けました。

受賞後の記念撮影　前田議員（左）　岩﨑議員（右）

執行部の説明を受ける予算審査特別委員会 再整備中の奄美自然観察の森視察

京都市役所会議室にて 琵琶湖疎水記念館にて 琵琶湖疎水記念館にて

【参加者】德永義郎 / 伊集院巖 / 岩﨑晴海 / 前田豊成 / 圓山和昭 / 事務局職員
【視察日程及び視察場所】1/29 ～ 1/31 京都市
【視察内容】京都市における景観保全に取り組んだ経緯の調査研究及び西郷菊次郎氏の功績の調査研究
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　消防団車両の老朽化に伴い３台の車両を更新しま
した。更新されたのは、芦徳・手広・戸口班です。いず
れも小型ポンプ付積載車、手広・戸口班については、
林野火災等に対応するため500Ｌタンクを積載し、新
たに消火用高圧洗浄機を装備しました。配備された

３班の団員は、有事
に備え習熟訓練に
励んでいます。

　今年度町内では小学生71名、中学生39名の１年
生が入学しました。大勝小学校の入学式では参加
者全員がマスクを着用。在校生は参列を見合わせ
る等、規模を縮小し行われました。佐東校長先生
は祝辞の中で「大勝小学校には皆さんを合わせて

125名のお友達が
います。みんなで
一緒に遊ぶこと
もありますよ。楽
しいです。」と子
ども達に伝えま
した。

　町内一部地域でエフエムたつごう放送の受信が困難
だったことに対し、この度中継施設の整備が完了し、３
月30日より本放送がスタートしました。町長は「多くの町
民に放送を聞いてもらえればうれしい。また災害時には
安全安心確保の面でも効果を期待している。」と述べま

した。また工事に関
わった（株）奄美通
信システム椛山廣市
代表から防災ラジオ
を各集落の避難所
にご寄贈いただきま
した。

　戸口小学校の永岡重孝教諭が「教諭が学び合い
ながら協働性を高める校内研修について」を研究
テーマとし発表。このほど県から奨励賞に選ばれま
した。この日教育長室を訪問し、受賞を報告しまし
た。永岡教諭は「受賞は同僚たちの協力のおかげ。

これからも子ど
もたちの教育の
ために力を尽くし
たい」と語りまし
た。

　全国で新型コロナウイルス感染が拡大する中、使
い捨てマスクが不足しており、町では町民の方々にマ
スク作成を依頼、町が買い取る仕組みを企画しまし
た。皆さまのご協力のおかげで60名以上の作り手さ
んの登録があり、1次締切の４月20日には900枚以上

のマスクが完成。目
標の1万２千枚の目
途も立ちました。今
後町民１人につき２
枚ずつ配布される
予定です。

　メッセージでは「島内での感染が発生・拡大した
場合、医療体制・感染病床に限りがあるため、適切
な治療、生命の維持にとって危機的な状況になるこ
とが想定されます。」と記し、対象地域にお住まいの
方で体調がすぐれない方、濃厚接触者、15日以内に

海外渡航歴のあ
る方等に来島を
控えてもらいたい
としました。追記：
令和２年４月17日
対象地域を全地
域としました。

優秀教育活動実践記録受賞校
子どもたちの発言や学ぶ姿勢に着目

エフエムたつごう
全集落で受信可能に

龍郷消防団
芦徳・手広・戸口消防団車両３台更新

町民の皆さまへ布マスク作成依頼
目標1万２千枚達成の目途立つ

奄美大島5市町村
緊急事態宣言を受けて共同メッセージ発表

町内各小中学校入学式
規模縮小しながら開催

TatsugoTownTopics
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　消防団車両の老朽化に伴い３台の車両を更新しま
した。更新されたのは、芦徳・手広・戸口班です。いず
れも小型ポンプ付積載車、手広・戸口班については、
林野火災等に対応するため500Ｌタンクを積載し、新
たに消火用高圧洗浄機を装備しました。配備された

３班の団員は、有事
に備え習熟訓練に
励んでいます。

　今年度町内では小学生71名、中学生39名の１年
生が入学しました。大勝小学校の入学式では参加
者全員がマスクを着用。在校生は参列を見合わせ
る等、規模を縮小し行われました。佐東校長先生
は祝辞の中で「大勝小学校には皆さんを合わせて

125名のお友達が
います。みんなで
一緒に遊ぶこと
もありますよ。楽
しいです。」と子
ども達に伝えま
した。

　町内一部地域でエフエムたつごう放送の受信が困難
だったことに対し、この度中継施設の整備が完了し、３
月30日より本放送がスタートしました。町長は「多くの町
民に放送を聞いてもらえればうれしい。また災害時には
安全安心確保の面でも効果を期待している。」と述べま

した。また工事に関
わった（株）奄美通
信システム椛山廣市
代表から防災ラジオ
を各集落の避難所
にご寄贈いただきま
した。

　戸口小学校の永岡重孝教諭が「教諭が学び合い
ながら協働性を高める校内研修について」を研究
テーマとし発表。このほど県から奨励賞に選ばれま
した。この日教育長室を訪問し、受賞を報告しまし
た。永岡教諭は「受賞は同僚たちの協力のおかげ。

これからも子ど
もたちの教育の
ために力を尽くし
たい」と語りまし
た。

　全国で新型コロナウイルス感染が拡大する中、使
い捨てマスクが不足しており、町では町民の方々にマ
スク作成を依頼、町が買い取る仕組みを企画しまし
た。皆さまのご協力のおかげで60名以上の作り手さ
んの登録があり、1次締切の４月20日には900枚以上

のマスクが完成。目
標の1万２千枚の目
途も立ちました。今
後町民１人につき２
枚ずつ配布される
予定です。

　メッセージでは「島内での感染が発生・拡大した
場合、医療体制・感染病床に限りがあるため、適切
な治療、生命の維持にとって危機的な状況になるこ
とが想定されます。」と記し、対象地域にお住まいの
方で体調がすぐれない方、濃厚接触者、15日以内に

海外渡航歴のあ
る方等に来島を
控えてもらいたい
としました。追記：
令和２年４月17日
対象地域を全地
域としました。

優秀教育活動実践記録受賞校
子どもたちの発言や学ぶ姿勢に着目

エフエムたつごう
全集落で受信可能に

龍郷消防団
芦徳・手広・戸口消防団車両３台更新

町民の皆さまへ布マスク作成依頼
目標1万２千枚達成の目途立つ

奄美大島5市町村
緊急事態宣言を受けて共同メッセージ発表

町内各小中学校入学式
規模縮小しながら開催
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わきゃシマの玉黄金

04 april

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　かいと

辰巳 海都くん  H31.４.10 生
  赤尾木　父  貴昭　母  奈緒子  

　　　　　　　　みなみ

岩元 美波ちゃん  H31.４.13 生
  浦　父  満雄　母  優美  

　　　　　　  に　こ

中　虹湖ちゃん  H31.４.２ 生
  中勝　父  良弥　母  美来  

　　　　　はると

永 晴斗くん  H31.４.８ 生
  大勝　父  洋志　母  美保乃  

パ
パ

と

海をお散歩するのが大好
き

！

お外大好き♪

我
が

家
の

アイドル♥すくすく育っ
て

ね
！ お

ね
え

ち

ゃんと仲良く元気に育

っ
て

ね

ごみの捨て方
①ごみ箱にごみ袋をかぶせま
す。いっぱいになる前に早め
に②のとおりごみ袋をしばっ
て封をしましょう。

②マスク等のごみに直接触
れることがないようしっか
りしばります。

※万一、ごみが袋の外に触
れた場合は、二重にごみ袋
に入れてください。

③ごみを捨てた後は石鹸を
使って、流水で手をよく洗
いましょう。

新型コロナウイルスなどの感染症に感染した方やその疑いのある方な
どがご家庭にいらっしゃる場合、鼻水等が付着したマスクやティッ
シュ等のごみを捨てる際は、以下の『ごみの捨て方』に沿って、
「ごみに直接触れない」「ごみ袋はしっかりしばって封をする」そして
「ごみを捨てた後は手を洗う」ことを心がけましょう。

• 『ごみの捨て方』に沿っていただくことにより、ご家族だけでなく、
皆様が出したごみを扱う市町村の職員や廃棄物処理業者の方にとって
も、新型コロナウィルスやインフルエンザウイルスなどの感染症対策
として有効です。

• ごみを捨てる際は自治体のルールに従うとともに、ポイ捨ては絶対に
やめましょう。使用済みのマスク等のごみを捨てる際にも、『ごみの
捨て方』を参考に、「ごみに直接触れない」「ごみ袋はしっかりし
ばって封をする」そして「ごみを捨てた後は手を洗う」ことに注意し
ましょう。

新型コロナウイルスなどの感染症対策としての
ご家庭でのマスク等の捨て方

環境省公式HP

環境省公式ＨＰ

新型コロナウイルスなどの感染症対策としての
ご家庭でのマスク等の捨て方
　新型コロナウイルスなどの感染症に感染した方やその疑いのある方などがご家庭

にいらっしゃる場合、鼻水等が付着したマスクやティッシュ等のごみを捨てる際は、

以下の『ごみの捨て方』に沿って、「ごみに直接触れない」「ごみ袋はしっかりしばっ

て封をする」そして「ごみを捨てた後は手を洗う」ことを心がけましょう。
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アマシバ
　ハイノキ科の植物でアマシバです。若葉を噛みし

めるとほのかに甘味があることからこの名前に

なったそうです。白い小さな花ですが、満開になる

と非常に綺麗です。奄美大島では雪は降りません

が、満開になると雪が降り積もったようになりま

す。緑の中に満開になった白い花がアクセントにな

り目を奪われます。お近くの森で見かけた際は若葉

の甘味を試してみては？

【
３
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

玲
央

豊真
一
郎

大
輔

優信
雄

走
太

川
内

赤
尾
木

中
勝

幾
里

屋
入

芦
徳

大
勝

【
３
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

岡
山

石
原

窪
田

鈴
木

松
原

冨
永

和
田

紋
太

梨
敬

愛
羽

海
仁

綜
安

紫
帆

汐
莉

村
田

　タ
ネ
子

友
原

　美
香
子

有
田

　ト
ク
ヱ

最
上

　シ
ヱ
子

豊

　ナ
ツ
子

伊
勢

　幸
志

円浦  
愛
寿
園

嘉
渡  
龍
郷
の
里

瀬
留

嘉
渡  

龍
郷
の
里

安
木
屋
場

(
88)

(

86)
(

89)
(

99)
(

103)
(

88)

町 長 室 で記 念 写 真 3月来庁者

ポリンアグストニ、簑島さとみ様御一行 三浦宏二様御一行 青谷実智代様御一行

香
典
返
し
お
礼

・
最
上
康
隆（
故
最
上
シ
ヱ
子
）

瀬
留
集
落
／
瀬
留
老
人
ク
ラ
ブ
／
社
会
福
祉
協
議
会

役場赤徳会様より大奄美関のぼり旗を
寄附頂きました。ありがとうございます。

ありがとうございます！寄
付
の
お
礼

「
広
報
た
つ
ご
う
」
へ
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
沖
縄
県
島
尻
郡
　
　
　
内
山 

君
代  

様

・
千
葉
県
船
橋
市
　
　
　
牧 

リ
ヨ
子  

様

・
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
　
堀
永 

智
子  

様

※

５
月
ど
ぅ
く
さ
会
開
催
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

※

紙
面
の
関
係
上
「
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
り
ゅ
う
が
く
館
だ
よ
り
」「
名
誉
町
民
」の
コ
ー
ナ
ー

は
お
休
み
し
ま
し
た
。

ぶ
ん
た

り
ひ
ろ

い
と
は

か
い
と

そ
う
あ
ん

し
ほ

し
お
り
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援助活動内容
〇保育所や小学校への登園又は登校時までと、終了後の預かり
〇保育所や小学校などの送迎
〇保護者の外出又は病気の際の預かり　
〇病児・病後児の預かり
〇産前産後の２カ月間未満の会員に対しての家事援助
〇その他会員の育児に関して必要な援助

子ども一時預かり

ファミリーサポートセンターは、地域におい
て育児又は家事の援助を受けたい人と行いた
い人とが会員となり、育児又は家事について
助け合う会員組織です。

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：４件 2020.4.6現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

龍郷町行事予定5月

日 月 火 水 木 金 土

５月のどぅくさあ会、楽らく体操等、保健センター開放の開催は未定です。

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

旧：4月15日

旧：4月1日

■でぃでぃクラブ

民児協定例会
■母子歯科相談
どぅくさぁや館13:00～

■でぃでぃクラブ

■1才6カ月健診
どぅくさぁや館12:30～

■でぃでぃクラブ

■でぃでぃクラブ

■でぃでぃクラブ  りゅうがく館13：30～16：00

駐在員会

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

　
妊
娠・出
産・子
育
て
世
代
の
方
が
元
気

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
す

る
機
関
の
ひ
と
つ
と
し
て
、龍
郷
町
役
場
内

に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。保
健
師・助
産
師・看
護
師・

保
育
士
が
、子
育
て
相
談
や
健
康
教
室
、家

庭
訪
問
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
〜
出
産
〜
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
〇
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
と
個
別
面
談
〇
産
婦

・新
生
児
訪
問・こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

〇
産
後
の
健
康
相
談
や
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
相
談
〇
各
種
乳
幼
児
健
診

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
〇
日
常
生
活
支

援
の
相
談
〇
就
労
支
援
相
談
〇
貸
付
け
の
相

談
〇
龍
郷
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
ご
案
内

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援
〇
支

援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
の
障
が
い
サ
ー

ビ
ス
実
施
〇
治
療
の
た
め
島
外
の
病
院
を

受
診
す
る
際
の
旅
費
助
成

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
〇
プ
レ
パ
パマ
マ
教
室

の
開
催（
両
親
学
級
）〇
子
育
て
サ
ロ
ン（
第

２・４
金
曜
）※

詳
細
や
日
程
等
は
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課 

☎
６
９-

４
５
１
４

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


